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殺
体
説
え
に
研
究

〈〉
研
究
ノ

l
卜
1

龍
谷
大
学
図
書
館
蔵

中
世
国
語
資
料
の
研
究
に
つ
い
て

一
、
は
じ
め
に

龍
谷
大
学
倣
教
文
化
研
究
所
、
二
O
一
四
1

二
O
二
ハ
年
度
の
指
定
研
究
と
し
て
、
藤
田
保

幸
主
任
の
も
と
「
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
中
世
国

語
資
料
の
研
究
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て

き
た
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
同
大
宮
図
書

館
に
多
数
所
蔵
さ
れ
て
い
る
室
町
期
書
写
の
貴

重
喜
の
う
ち
、
『異
名
識
弁
名
字
輩
』
『
職
原
抄
』

「名
目
紗
」
に
つ
い
て
調
査
・

研
究
を
行
う
と

同
時
に
、

研
究
談
話
会
を
開
催
し
て
、
こ
れ
ら

の
資
料
の
調
査
を
報
告
し
、
「
中
世
国
語
資
料
」

の
研
究
の
今
後
の
展
望
・課
題
を
考
え
て
き
た
。

現
在
は
、
『異
名
重
弁
名
字
盤
』
「
職
原
抄
」
『
名

目
紗
』
を
善
本
叢
書
の

一
と
し
て
、
来
年
度
に

出
版
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
解
題
を
作
成
中
で

あ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果

ノ¥
刀古

田

弘
実

の
発
表
を
企
画
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
現
在
ま
で
の
過
程
と
プ
ロ
ジ

ェ

ク
ト
を
進
め
る
上
で
生
じ
た
、
中
世
国
語
資
料

研
究
の
諜
題
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

二
、
『異
名
室
井
名
字
蜜
』『
職
原
抄
』「
名
目
紗
』

龍
谷
大
学
善
本
叢
書
で
は
、
龍
谷
大
学
大
宮

図
書
館
蔵
の
日
本
文
学
関
連
の
舎
が
、
既
に
多

く
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
語
学
関

連
の
替
の
刊
行
は
決
し
て
多
い
と
は
言
え
な

い
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

『龍
谷
大
祭
和

漢
書
分
類
目
録
』
(
昭
和

一
五
年
七
月
末
現
在
)

の
目
録
か
ら

『異
名
室
井
名
字
議
」
「
職
原
抄
』

『名
目
紗
』
を
選
び
、
取
り
上
げ
て
公
刊
す
る

こ
と
に
し
た
。
こ
の
三
書
を
取
り
上
げ
る
こ
と

に
し
た
の
は
、

誼聞
を
列
挙
し
た
諾
議
集
で
あ
る 第40号

こ
と
が
共
通
し
て
い
る
点
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の

詩
袋
を
調
査
研
究
す
る
こ
と
で
、
中
世
に
お
け

る
言
語
生
活
の
営
み
の
一
端
が
わ
か
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

な
お
、
『異
名
登
弁
名
字
輩
」
『
名
目
紗
」
は
、

龍
谷
大
学
貴
重
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
既
に
公
開

さ
れ
て
い
る
。

以
下
、
こ
の
三
書
の
概
要
に
つ
い
て
述
べ
る
。

調
査
は
「異
名
室
井
名
字
爺
」
が
三
宅
え
り
、
『職

原
抄
」
が
宇
都
宮
啓
吾
、

『名
目
紗
」
は
三
宅

と
余
凹
が
担
当
し
た
。

『奥
名
讃
井
名
字
盤
』
(仰
l
制
l

l
)

外
題

「異
名
塾
」

内
題
「
異
名
壷
井
名
字
謹
」

書

写

年

代

延

徳

三

ご

四
九

二

年

装

丁

四

日

袋

綴

表
紙
黄
土
色
表
紙
(
後
に
綴
り
直
し

た
も
の
)

大
き
さ
表
紙

・
二
四
・
六

m
×
一
七
・六

m
 

丁
数

コ一
十
丁

『異
名
壷
井
名
字
壷
』
の
写
本
は
、
現
時
点

の
調
査
で
は
孤
本
で
あ
る
。
本
文
三
O
了
の
う

ち
、
巻
頭
か
ら
二
二
丁
ま
で
「
異
名
護
」
の
語

設
を
列
挙
し
、
そ
の
後
四
丁
分
の

「名
字
奉
」

の
部
分
を
挿
入
、
さ
ら
に
四
丁
分
の

「異
名
蚤
」

の
記
述
が
続
く
、
単
語
の
み
を
列
挙
す
る
辞
書

で
あ
る
。
巻
末
に
延
徳
三
(
一

四
九

二

年
と

あ
る
。
「異
名
塾
」
の
部
分
は
「
日
・
月
・
星
・
・
・
」

等
、
類
書
に
よ
く
み
ら
れ
る
部
立
て
に
よ
り
分

類
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
該
当
す
る
漢
詩

が
所
収
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

「
日
」
の

項
に
は

「斧
賓

・
曜
烏

・
烏
輪
・

・
」
等
の
漢

語
が
並
ぶ
。
こ
の
よ
う
な
様
式
の
先
行
例
と
し

て
、
菅
原
為
長

(
一一

五
八

1
一二
四
六
年
)

に
よ
る

「文
鳳
抄
』
が
あ
る
。『
文
鳳
抄
』
の

成
立
は
嘉
禎
元

(一

二
三
五
)
年
頃
か
と
さ
れ

る
。
『
文
鳳
抄
』
に
収
集
さ
れ
た
語
集
は
実
際

に
詩
文
に
用
い
る
こ
と
を
念
頭
に
お
か
れ
た
も

の
で
あ
る
。
実
際
に
そ
の
語
を
用
い
た
詩
文
の

例
が
併
記
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
詩
作
の
手
引

き
と
し
て
編
ま
れ
た
『文
鳳
抄
」
の
証
開
設
と

『異

名
識
井
名
字
議
』
の

「異
名
盤
」
の
証
開会
は
重

な
る
も
の
が
あ
り
、

『異
名
畿
弁
名
字
謹
」
の

編
者
が
詩
語
を

「異
名
」
と
捉
え
て
い
た
こ
と

が
窺
え
る
。

ま
た
、
室
町
時
代
の
辞
書

「下
学
集
』
の
慶

長
十
五

(一

六

一
O
)
年
写
の
春
良
本
注
、
元

和
三
(
一

六

一
七
)
年
版
注
に
は
異
名
と
記
載

さ
れ
た
語
が
あ
り
(萩
原
義
雄

一
九
九
六
)、
『異

名
議
弁
名
字
護
』
と
重
な
る
も
の
も
あ
る
。「
異

名
」
と
い
う
概
念
が
形
成
さ
れ
る
過
程
を
辿
る

時
、
龍
谷
大
学
本

『異
名
室
井
名
字
蓋
』
は
重

要
な
手
が
か
り
を
提
供
す
る
も
の
と
忠
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
無
刊
記
本
な
が
ら
、
加
賀
文
庫

等
に

『袖
珍
異
名
集
』
な
る
版
本
が
残
っ
て
い

る
。
お
そ
ら
く
江
戸
時
代
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
部
立
て
と
語
裁
は

『文
鳳
抄
』
以
上
に

『異

名
護
弁
名
字
盤
』
と
重
な
る
。
た
だ
し
、

『袖

珍
異
名
集
』
に
は
語
を
用
い
た
例
文
が
所
収
さ

れ
て
お
り
、
詩
の
み
を
列
挙
す
る

『異
名
壷
井

名
字
盤
」
と
は
、
そ
の
点
が
異
な
る
。
ま
た
、



上
野
国
勢
多
郡
原
之
郷
村
の
小
農
船
津
家
に
は

嘉
永
三
年
に

「異
名
抄
」
を
購
入
し
た
記
録
が

あ
り
(
高
橋
敏

一
九
九

O
)、
江
戸
時
代
で
は
「
異

名
」
に
関
す
る
辞
書
を
活
用
し
て
い
た
様
子
が

窺
え
る
。
『
異
名
室
井
名
字
蓋
』
は
江
戸
時
代

に
お
け
る
「
異
名
」
辞
書
の
流
布
に
先
行
し
た

辞
書
と
い
え
る
。

『異
名
登
井
名
字
蓋
』
の

「名
字
議
」
の
部

分
は
名
字
の
み
を
列
挙
し
て
い
る
。
所
収
の
名

字
は
元
禄
三

(
一
六
九

O
)
年
刊
の

「名
字
尽
」

と
重
な
る
も
の
も
多
い
。

「異
名
選
弁
名
字
蓋
』
は
、
後
に
江
戸
時
代

に
刊
行
さ
れ
、
手
元
に
置
き
、
活
用
さ
れ
た
辞

書
の
原
型
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な

点
で
、
本
書
は
龍
谷
大
学
図
書
館
の
貴
重
な
蔵

本
で
あ
る
。

『異
名
壷
井
名
字
蓋
』
が
漢
詩
文
に
つ
い
て

の
書
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

『職
原
抄
」
「名
目

紗
』
は
、
有
職
故
実
に
関
す
る
書
で
あ
る
。

「職
原
抄
』
(仰

飢

1
)

外
題
「
職
原
抄
」

シ
旨
タ
ゲ
ン
シ
・
ヲ

内
題
「
職
原
抄
」

書
写
時
期
天
正
十
九
年

(
一
五
九

こ

か
ら
十
七
世
紀
初
期
頃

装

丁

四

日

袋

綴

表

紙

藍

色

表

紙

大
き
さ
表
紙
・

二
七
・五
m
三

二

・九

m
 

丁

数

人

八

丁

鎌
倉
時
代
後
期
か
ら
南
北
朝
期
の
公
卿
、
北

畠
親
一
房
が
、
興
国
/
暦
応
三
年
(
一

三
四
O
)

に
常
陸
国
小
田
城
で
、
戦
陣
の
聞
に
東
国
武
士

の
任
官
要
求
に
対
処
す
る
た
め
に
執
筆
さ
れ
た

と
さ
れ
る
有
職
故
実
書
で
、
朝
廷
の
官
制
の
成

立
や
沿
革
、
補
任
や
昇
進
の
流
れ
と
そ
れ
に
伴

う
儀
式
、
各
職
に
任
ぜ
ら
れ
る
家
格
、
個
々
の

省
・
寮
・
司

・
職
・
所
の
職
掌
や
唐
名
、
官
位

相
当
等
を
漢
文
体
で
記
し
た
書
で
あ
る
。
従
来
、

歴
史
史
料
と
し
て
研
究
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て

も、

言
語
史
料
と
し
て
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
あ

ま
り
な
か
っ
た
。

龍
谷
大
学
本
が
注
目
さ
れ
る
点
の

一
つ
は
、

し
げ
か
た

清
原
枝
賢
が
関
白
秀
吉
へ
の
進
読
の
た
め
に
用

意
し
た
備
進
本
で
あ
る
こ
と
が
、
奥
書
か
ら
窺

わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
枝
賢
の
父

で
あ
る
宣
賢
が
有
職
故
実
学
に
お
け
る
清
原
家

の
学
を
確
立
さ
せ
、
天
皇
の
信
任
の
厚
い
様
が

窺
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
龍
谷
大
学
本
は
、
清
原

家
と
し
て
の
学
問
を
ハ
レ
の
場
で
披
露
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
書
で
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
、

い
わ
ば
、
桃
山
時
代
に
お
け
る
清
原
家
の
有
職

故
実
に
関
わ
る
学
問
の
粋
を
示
す

一
番
と
し
て

注
目
で
き
る
。

な
お
、
奥
書
等
か
ら
、
大
東
急
記
念
文
庫
が

豊
臣
秀
吉
備
進
本
に
該
当
し
、
龍
谷
大
学
本
は

そ
の
写
し
と
捉
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
が
、
確
認
が
必
要
で
あ
る
。

『職
原
抄
」
の
写
本
は
多
数
残
さ
れ
て
い
る

が
、
龍
谷
大
学
本
の
本
文
は
、
最
近
、
刊
行
さ

れ
た
図
拳
院
大
事
蔵
本
の
写
本
と
記
載
内
容
自

体
に
大
き
な
差
異
は
な
い
。

言
語
資
料
と
し
て
龍
谷
大
学
本
を
取
り
扱
う

場
合
、
注
目
す
べ
き
は
、
訓
点
に
基
づ
く
「
故

実
読
み
」
の
存
在
で
あ
る
。
本
書
は
、
基
本
的

に
は
清
原
家
の
読
み
を
継
承
し
て
い
る
も
の

の
、
清
原
宣
賢
の
故
実
読
み
と
更
に
三
条
西
家

の
故
実
読
み
と
を
併
記
し
て
い
る
箇
所
が
見
い

だ
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
例
は
、
清
原
枝
賢
が

清
原
家
の
読
み
と
三
条
西
家
の
読
み
を
比
較
し

た
上
で
他
家
の
読
み
と
の
取
捨
選
択
の
意
識
を

持
ち
合
わ
せ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。「
故

実
読
み
」
と
言
え
ば
、

一
般
に
固
定
さ
れ
た
読

み
方
を
想
像
し
が
ち
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
お

い
て
、

「
故
実
読
み
」
自
身
に
も
、
旧
来
の
読

み
と
新
し
い
読
み
の
揺
れ
が
存
在
す
る
こ
と
が

指
摘
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
「
伝
統
的
な
故
実

読
み
」
の

一
方
で
言
語
変
化
に
伴
う

「新
た
な

読
み
」
が
作
り
出
さ
れ
て
ゆ
く
と
考
え
ら
れ
る
。

龍
谷
大
学
本
は
、

「故
実
読
み
」
の
そ
の
よ
う

な
側
面
を
考
え
る
上
で
重
要
な
も
の
と
言
え
よ

、「ノ
。

「名
目
紗
』
(
m
l
制
l
1
)

外
題
「
名
目
抄
」

内
題

「名
目
紗
」

書

写

年

代

永

正

一
五
年
(
一
五

一
八
)

装

丁

四

日

袋

綴

表

紙

黄

土

色

表

紙

大

き

さ

表

紙

・
二

八
・

O
ω
×

二一

・八

m

丁
数

二
二
了

洞
院
実
照
に
よ
る
成
立
年
代
未
詳
の
有
職
故

実
書
で
、
日
本
語
史
の
研
究
と
し
て
は
、
声
占
…

を
付
し
た
も
の
を
資
料
と
し
て
、
ア
ク
セ
ン
ト

史
や
清
濁
の
研
究
の
書
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き

た
。
ま
た
、
佐
藤
喜
代
治

「国
語
学
研
究
事
典
」

(明
治
書
院

一
九
七
七
)
は

「行
幸
」「
調
度
」

を
例
に
挙
げ
て

「古
語
の
研
究
の
参
考
資
料
に

な
る
」
が、

『色
葉
字
類
抄
』
と
比
較
し
て

「時

代
の
差
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
書
は
異

本
に
よ

っ
て
清
濁
の
区
別
な
ど
に
異
同
が
あ

り
、
利
用
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
」
と
述
べ

て
い
る
。
龍
谷
大
学
本
は
、
上
野

(一

九
九
二
)

が
自
筆
本
の
写
し
を
分
類
し
た

「菅
原
本
系
」

に
属
し
、
漢
字
に
傍
訓
を
付
し
て
い
る
が
、

声

点
、
濁
点
が
な
く
合
点
が
あ
る
。「
菅
原
本
系
」

の

『名
目
紗
』
の
写
本
は
残
さ
れ
て
い
る
も
の

が
少
な
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
近
世
以
降
の

版
本
の

『名
目
抄
』
は
菅
家
本
を
参
照
し
て
い

る
も
の
が
多
い
。
そ
の
よ
う
な
点
で
、
龍
谷
大

学
本
は
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

「名
目
紗
」
成
立
時
は
、
武
家
政
権
下
に
あ
り
、

公
家
の
存
在
意
義
は
揺
ら
い
で
い
た
と
思
わ
れ

る
。
龍
谷
大
学
本
の
構
成
は
「
恒
例
諸
公
事
付

神
事
例
事
、
同
臨
時
筋
、
私
儀
稿
、
諸
公
事
言

説
篇
付
私
儀
禁
中
所
々
筒
、
人
体
篇
、
院
中

篇
、
雑
物
皆
川
、
衣
服
篇
、
文
書
篇
(
篇
名
の
み
。

識
語
が
続
く
)
」
と
な
っ
て
い
る
が
、

「恒
例
諸

公
事
付
神
事
偽
事
」
を
冒
頭
に
置
い
た
の
は
、

年
中
を
通
し
て
公
家
の
存
在
価
値
を
示
そ
う
と

考
え
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
龍
谷
大
学
本
を
、
「恒

例
諸
公
事
付
神
事
例
事
」
に
つ
い
て
上
野

(一

九
九
二
)
が
分
類
し
た
通
秀
本
系
の
陽
明

文
庫
甲
本
と
比
較
し
て
み
る
と
、
か
な
り
の
遠

い
が
見
ら
れ
る
。

一
方
、
自
筆
本
の
彩
写
で
あ

る
書
陵
部
東
山
御
文
庫
本
と
「
恒
例
諸
公
事
付

神
事
抽
刑
事
」
も
含
む
全
体
を
通
し
て
比
較
す
る
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と、

「
文
書
筋
」

ま
で
は
本
文
が
ほ
ぼ
同
じ
で

あ
り
、
龍
谷
大
学
本
が
自
筆
本
の
写
し
に
、
よ

り
近
い
形
態
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ

7
Q

。以
上
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
取
り
上
げ
た
『異

名
室
井
名
字
議
』
『
職
原
抄
』
「
名
目
紗
』
の
調

査
の
概
要
を
述
べ
た
。
よ
り
詳
し
い
調
査
結
果

は
、
善
本
叢
書
の
解
題
や
各
自
の
研
究
論
文
で

論
ず
る
こ
と
に
し
た
い
。

三
、
お
わ
に
り

「異
名
謹
井
名
字
讃
」
「
職
原
抄
』
「
名
目
紗
』

を
資
料
と
し
た

「龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
中
世
国

語
資
料
の
研
究
」
の
、
現
在
ま
で
の
研
究
と
今

後
の
見
通
し
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

公
家
政
権
が
揺
れ
て
い
る
時
代
の
有
職
故
実

香
で
あ
る

『職
原
抄
』
に
収
め
ら
れ
た
罰則
哉
は
、

「放
実
読
み
」
と
い
う

「伝
統
的
な
放
実
読
み
」

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
調
査
を

し
て
み
る
と
言
語
変
化
に
伴
う
「新
た
な
読
み
」

が
作
り
出
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
動
き
が

7
也
目
妙
』
と
い
う
よ
う
な
公
家
の
存
在
意
識

を
誇
示
す
る
よ
う
な
有
職
故
実
蓄
を
生
じ
さ
せ

た
と
も
考
え
ら
れ
る
。『
名
目
紗
』
は
、
江
戸

時
代
に
版
本
と
し
て
多
く
刊
行
さ
れ
、
内
容
も

増
補
さ
れ
て
い
く
。
ま
た
他
の
有
職
故
実
蓄
と

合
冊
さ
れ
て
普
及
し
て
い
く
と
い
う
大
き
な
流

れ
を
形
成
す
る
。
先
に
述
べ
た
こ
と
の
繰
り
返

し
に
な
る
が
、
龍
谷
大
学
本

『名
目
紗
』
は

「菅

家
本
系
」
に
属
し
、
残
さ
れ
て
い
る
写
本
は
少

な
い
。
と
こ
ろ
が
、
江
戸
時
代
の
版
本
で
は
菅

家
本
に
よ

っ
て
増
補
さ
れ
た
も
の
が
多
い
。
近

世
以
降
の
有
職
故
実
蓄
を
考
え
る
上
で
も
重
要

な
替
と
言
え
よ
う
。

『異
名
壷
井
名
字
牽
』
は
、
そ
の
書
写
の
当

時
「
異
名
」
が
付
さ
れ
た
名
の
書
は
見
ら
れ
な

い
が
、

『下
学
集
」
に
「
異
名
」
と
記
さ
れ
た

語
が
あ
り
、
辞
書
史
の

一
端
を
考
え
る
上
で
重

要
で
あ
る
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
中
世
の
日
本
訴
資
料
を

調
査
研
究
の
対
象
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の

資
料
の
影
響
は
後
世
に
も
至
る
こ
と
が
指
摘
で

き
る
。
そ
し
て
、
中
世
の
故
実
読
み
も
、
決
し

て
言
語
変
化
の
流
れ
と
無
関
係
で
あ
る
わ
け
で

は
な
い
の
で
あ
る
。

『異
名
登
井
名
字
蓋
」
『
職
原
抄
』
『
名
目
紗
」

の
調
査
研
究
の
着
手
に
当
た

っ
て
は
、
語
議
集

で
あ
る
点
が
共
通
で
あ
っ
た
も
の
の
、

当
然
な

が
ら
調
査
に
着
手
し
た
時
点
で
は
、
各
文
献
は

個
別
の
調
査
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
各
資
料
に

は
共
通
の
性
格
が
見
ら
れ
た
。
前
時
代
ま
で
の

知
見
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
も
次
の
時
代
へ
の
変

化
の
き
ざ
し
を
感
じ
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
そ
の

よ
う
な
共
通
点
の
認
識
は
、
龍
谷
大
学
側
教
文

化
研
究
所
、

二
O
二
ハ
年
度
第
八
回
研
究
談
話

会
で
の
鈴
木
巧
員

「日
本
詩
史
の
中
世
中
世

辞
書
が
参
照
し
採
録
し
た
も
の
に
就
い
て
」
、

山
本
真
吾

「
日
本
語
史
の
中
世
|
「
古
」
な
る

も
の
へ

の
意
識
|
」
の
講
演
で
も
再
確
認
で
き

た
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
く
。
さ
ら
に
、

今
後

は
和
歌
と
有
識
故
実
、
国
語
学
と
有
識
故
実
に

関
す
る
テ
l
マ
で
の
研
究
談
話
会
を
予
定
し
て

い
る
。

+
主(1
)
宇
都
宮
啓
五
口「
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
「
職

原
抄
』
の
資
料
的
性
格
」

(龍
谷
大
学
側

教
文
化
研
究
所

二
O
一
五
年
度
第

一

O
回
研
究
談
話
会

二
O
一
六
年

一
月

二
八
日
於
龍
谷
大
学
大
宮
学
舎
)

(2
)
大
学
院
六
O
周
年
記
念
園
華
院
大
撃
彩

印
叢
書
編
集
委
員
会
編

『神
皇
正
統
記
・

職
原
抄
」
(朝
倉
書
応

二
O
一
四
年
)

(3
)
余
田
弘
実
・三
宅
え
り

(二
O
一
ムハ
)「
龍

谷
大
学
大
宮
図
書
館
蔵
中
世
国
語
資
料

の
研
究
|

「名
目
紗
』
「恒
例
諸
公
事
付

神
事
例
事
」

に
つ
い
て
」
(「龍
谷
大

学
側
教
文
化
研
究
所
紀
要

五
四
」
)
三

宅
担
当
分
。

(4
)
余
凹
弘
実

「
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵

『名

目
紗
」
に
つ

い
て
|
恒
例
諸
公
事
付
神

事
働
事

」
(
第
三
三

O
回
日
本
近
代
語

研
究
会

二
O
一
六
年
二
月
二
七
日

於
二
松
学
舎

レ
ジ
ュ
メ
)

(5
)
(1
)
に
同
じ
。

(6
)
(
3
)
に
同
じ
。

参
考
文
献

上
野
和
昭

(一

九
九
二
)
「
名
目
紗
諸
本
の
系

統
に
つ
い
て
」
(
「
国
語
学
研
究
と
資
料

一
六
』
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要

第
三
分
冊
)

高
橋
敏

(一

九
九

O
)
『近
世
村
落
生
活
文
化

史
序
説
上
野
国
原
之
郷
村
の
研
究
」
(未
来
社
)

萩
原
義
雄

(
一
九
九
六
)
「
。異
名
。
に
つ
い
て

「下
学
集
」
の
異
名
話
公
を
も
と
に
|
」
(
「駒

深
大
撃
北
海
道
教
養
部
研
究
紀
要
引
』)
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〈〉

研

究

概

要

報

告

〈〉

平
成
二
十
八

(二

O
一
六
)
年
度
本
研
究
所
の
研
究
計
画
は
、
指
定
研
究
二
件

(継
続
二
)
、
共

同
研
究
五
件

(継
続
二
、
新
規
一二)
、
常
設
研
究
三
件

(継
続
一二)
、
特
別
指
定
研
究
三
件

(継
続
二一)
、

そ
し
て
個
人
研
究

一
件

(新
規

こ

が
設
置
さ
れ
、
合
計
十
四
件
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
術
成
さ

れ
た
。
次
に
示
す
よ
う
な
具
体
的
な
計
画
の
も
と
、
総
研
究
員
数
二
O
二
名
の
協
力
に
よ
っ
て
推
進

さ
れ
る
。

本
研
究
所
は
研
究
事
業
と
し
て
、
仏
教
文
化
講
演
会
を
十
一
月
二
十
五
日
に
第
八
十
五
回

(「一

切
経
伝
播
の
鍵
を
握
る
経
録
近
世
写
本

『貞
元
録
』
か
ら
考
え
る
|」)
を
開
催
し
て
い
る
。
研

究
成
果
と
し
て
、
「仰
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
五
十
五
集
に
は
常
設
研
究
他
の
報
告
論
文
六
編
な

ら
び
に
仏
教
文
化
講
演
会
の
講
演
記
録
を
収
め
た
。


